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増
や
せ
賃
金
な
く
せ
非
正
規

　
　
全
員
参
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で
勝
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取
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国
民
春
闘

横
浜
電
力

技
術
セ
ン
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ー
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大
幅
賃
上
げ
を
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取
ろ
う
！

上
野
支
部
春
闘
総
決
起
集
会
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力
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東
京
地
方
本
部
は
、
二
月
二
一
日
に
新
橋

交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
一
〇
四
回
拡
大
地

方
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
三
〇
分
に
稲
荷
副
委
員
長
の
司
会

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
委
員
会
議
長
に
は
本

間
委
員
（
神
奈
川
）
を
、
副
議
長
に
は
保
田

委
員
（
神
奈
川
）
を
選
出
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
鎌
田
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
続
く
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
全

国
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
・
濱
中
本
部

長
と
、
国
鉄
労
働
会
館
・
伊
藤
専
務
理
事
が

紹
介
さ
れ
た
。
上
部
機
関
か
ら
は
、
東
日
本

本
部
佐
藤
書
記
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
国
労
東
京
議
員
団
・

高
橋
団
長
か
ら
は
、
四
月
の

統
一
地
方
選
挙
で
改
選
を
迎

え
る
三
名
の
議
員
へ
の
選
挙

協
力
の
要
請
が
さ
れ
た
。

　

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
副
議
長
が
披
露

し
た
あ
と
、
議
事
に
入
り
、

松
川
書
記
長
か
ら
経
過
報

告
・
当
面
す
る
方
針
（
案
）

の
提
案
が
さ
れ
、
昼
食
休
憩

と
な
っ
た
。

　

一
二
時
五
〇
分
に
議
事
が
再
開
さ
れ
、
春
闘

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
組
織
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
討
論
に
入
り
、

一
三
名
の
委
員
か
ら
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取

り
組
み
や
、
委
託
・
下
請
け
に
か
ら
む
問
題
、

Ｇ
Ｓ
の
正
社
員
登
用
や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
な
ど
グ
ル
ー

プ
会
社
社
員
の
労
働
条
件
に
か
ら
む
問
題
、
安

全
・
安
全
輸
送
の
課
題
、
一
五
春
闘
の
取
り
組

み
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
賃
下
げ
の
問
題
、
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
や
問
題
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。（
各

委
員
の
発
言
の
内
容
は
次
号
掲
載
予
定
） 3 月 5 日

　

そ
の
後
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、
当
面
す
る
闘

争
方
針
が
確
立
し
た
。「
新
入
社
員
対
策
に
全
力
を

あ
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
勝
ち
取
る
特
別
決
議
」

「
二
〇
一
五
年
国
民
春
闘
勝
利
！
Ｊ
Ｒ
の
安
全
で

安
心
な
社
会
を
目
指
す
特
別
決
議
」
が
全
体
の
拍

手
で
決
議
さ
れ
、
次
い
で
委
員
会
宣
言
を
採
択
し
、

全
て
の
議
事
が
終
了
し
た
。
保
田
副
議
長
か
ら
議

長
団
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、
稲
荷
副
委
員
長

か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
鎌
田
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
委
員
会
は
終
了
し
た
。

 本間議長  保田福議長

　　

入
選

　

増
や
せ
賃
金　

な
く
せ
非
正
規

全
員
参
加
で
勝
ち
取
る
国
民
春
闘

　

横
浜
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
分
会
と
し
て
の
作
品
）

　

佳
作

　

正
規
非
正
規
労
働
者　

　
　

み
ん
な
で
勝
ち
取
る
一
五
春
闘

　
　
　

宇
都
宮
車
掌
区
分
会　

中
山
正
岐
さ
ん

　　　
　

池
袋
運
輸
区
分
会
（
分
会
と
し
て
の
作
品
）

作
導
入
と
北
赤
羽
駅
赤
羽
口
の
無
人
化
問
題
、

国
労
結
成
七
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
決

意
を
、
貨
物
職
場
か
ら
は
、
隅
田
川
保
全
セ
ン

タ
ー
・
大
野
さ
ん
か
ら
、
一
六
年
連
続
の
ベ
ア

ゼ
ロ
阻
止
と
手
当
削
減
提
案
を
許
さ
な
い
取
り

組
み
、
保
全
セ
ン
タ
ー
の
再
編
問
題
な
ど
の
訴

え
な
ど
力
強
い
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

　

約
五
〇
名
が
参
加
し
た
会
場
で
は
、
上

部
機
関
に
向

け
た
檄
布
の

寄
せ
書
き
な

ど
も
取
り
組

ま
れ
「
何
と

し
て
も
賃
上

げ
と
組
織
拡

大
を
」
と
の

思
い
を
胸
に

団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
集
会

を
締
め
く
く

っ
た
。

　

上
野
支
部
は
二
月
一
二
日
に
、
二
〇
一
五
年
春

闘
勝
利
、
労
働
条
件
改
善
、
組
織
拡
大
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
て
、
春
闘
総
決
起
集
会
を
岸
町
ふ
れ

あ
い
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

野
佐
根
委
員
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
こ
の

間
の
支
部
の
取
り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
、
地
本
松

川
書
記
長
か
ら
は
、
一
五
春
闘
の
情
勢
と
労
働
条

件
改
善
の
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
っ
た
。
学
習
会

を
兼
ね
た
今
集
会
で
の
メ
イ
ン
企
画
で
は
、「
憲

法
問
題
と
労
働
法
制
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
国

労
弁
護
団
の
高
木
太
郎
弁
護
士
よ
り
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
講
演
で
は
、
安
倍
政
権
の
危
険
な
策
謀

に
か
ら
め
た
イ
ス
ラ
ム
国
問
題
、
格
差
と
貧
困
の

拡
大
を
指
摘
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
ト

マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
さ
ん
の
「
二
一
世
紀
の
資
本
論
」

な
ど
を
引
用
し
、
政
府
と
大
企
業
が
一
体
と
な
っ

て
の
労
働
者
へ
の
攻
撃
に
反
撃
す
べ
し
、
な
ど
の

事
が
話
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
鈴
木
書
記
長
が
支
部
の
具
体
的
な

春
闘
の
取
り
組
み
を
提
起
し
た
あ
と
、
営
業
職
場

か
ら
赤
羽
駅
連
合
分
会
の
山
菅
さ
ん
が
駅
遠
隔
操

春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

組
織
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル



第
　
回
ス
キ
ー
大
会

　
雪
山
に
歓
声

八
王
子
地
区
本
部

　
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会

第
　
回
ス
キ
ー
大
会
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東
京
地
方
本
部
は
二
月
一
七
日
〜
一
八
日
に
、

湯
沢
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
第
三
五
回
国

労
東
京
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
た
。

開
会
式
を
一
三
時
か
ら
行
い
、
鎌
田
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
、
ス
キ
ー
連
盟
・
関
口
会

長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
浦
和
車
掌
区
Ｏ
Ｂ

の
宮
前
選
手
の
選
手
宣
誓
を
受
け
、
競
技
が
開
始

さ
れ
た
。

一
日
目
は
回
転
競
技
で
、
八
四
歳
の
Ｏ
Ｂ
柿
本

さ
ん
を
筆
頭
に
、
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス
・
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ

ク
ラ
ス
計
約
三
〇
人
の
選
手
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
約
三
〇
本
の
ポ
ー
ル
を
か
わ
し
な

が
ら
コ
ー
ス
を
降
り
て
く
る
。
二
日
目
は
大
回
転

競
技
。
昨
日
は
雪
の
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、

ス
ピ
ー
ド
も
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
今
日
は
大
回
転

と
あ
っ
て
、
思
い
っ
き
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
降
り
て

く
る
の
は
壮
観
で
も
あ
る
。

回
転
・
Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

林　

哲
也　

立
川
運
転
区

準
優
勝　

関
根
賢
治　

浦
和
車
掌
区

第
三
位　

斎
藤
広
美　

根
岸
駅

回
転
・
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

橘
川
康
宏　

東
神
奈
川
電
車
区

準
優
勝　

大
越　

進　

三
鷹
保
線
技
術
セ

第
三
位　

山
崎　

浩　

東
京
工
事
事
務
所

回
転
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

森
田
哲
男　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

準
優
勝　

有
賀　

修　

池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ

第
三
位　

内
田
亨
一　

池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ

大
回
転
・
Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

斎
藤
広
美　

根
岸
駅

準
優
勝　

関
根
賢
治　

浦
和
車
掌
区

第
三
位　

小
海　

智　

東
京
工
事
事
務
所

大
回
転
・

Ｂ
ク
ラ
ス

　

優
勝　
　

橘
川
康
宏

東
神
奈
川
電
車
区

　

準
優
勝　

　
　

古
川
修
一

大
宮
信
通

　

宇
都
宮
Ｍ
Ｃ

第
三
位　

大
越　

進　

三
鷹
保
線
技
術
セ

大
回
転
・
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　
　

森
田
哲
男　

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

準
優
勝　

有
賀　

修　

池
袋
運
輸
区
Ｏ
Ｂ

第
三
位　

宮
前
五
郎　

浦
和
車
掌
区
Ｏ
Ｂ

総
合
優
勝　
　
橘
川
康
宏　
東
神
奈
川
電
車
区

総
合
準
優
勝　
森
田
哲
男　
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

第
三
位　
　
　
大
越　
進　
三
鷹
保
線
技
術
セ

Ｏ
Ｂ
賞　
　
　
森
田
哲
男　
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
二
月
八
日
〜
九
日
に
石

和
温
泉
に
お
い
て
、
組
織
拡
大
交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
田
中
委
員
長
は
「
そ
れ
ま

で
守
り
の
運
動
が
多
か
っ
た
が
、
一
括
和
解
以
降

攻
め
の
運
動
に
転
じ
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
仲
間
に

関
わ
る
中
で
、
共
感
を
得
て
加
入
が
あ
っ
た
。
今

日
集
ま
っ
た
仲
間
が
核
に
な
っ
て
拡
大
を
し
よ

う
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

東
京
地
本
小
澤
組
織
部
長
か
ら
は
東
京
地
本
で

の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
が
さ
れ
た

あ
と
、
昨
年
三
名
の
拡
大
が
あ
っ
た
大
宮
車
両
所

分
会
・
橋
本
執
行
委
員
長
か
ら
特
別
報
告
が
さ
れ

「
分
会
で
は
Ｙ
さ
ん
に
続
く
加
入
の
呼
び
か
け
対
象

に
、
Ｋ
さ
ん
を
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
頃
職
場
で

イ
ヤ
ガ
ラ
セ
を
受
け
て
い
た
Ｍ
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

を
分
会
が
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｍ
さ
ん
の
加
入
が

実
現
。
続
い
て
の
Ｋ
さ
ん
が
加
入
す
る
形
と
な
っ

た
。
変
化
す
る
職
場
状
況
に
的
確
に
対
応
し
、
加

入
に
つ
な
げ
た
。
分
会
で
も
で
き
な
い
事
は
あ
る

が
、
で
き
る
事
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
事
が
重

要
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。
続
い
て
地
本
青
年

部
か
ら
の
訴
え
が
中
嶋
青
年
部
長
か
ら
さ
れ
、
地

区
本
部
熊
田
組
織
部
長
か
ら
の
提
起
が
あ
っ
た
あ

と
、
七
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、
各
分
会
の
取
り

組
み
の
状
況
な
ど
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
さ
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
最
初
に
昨
日
の
分
散
交
流
会
の
報

告
が
さ
れ
た
あ
と
、
各
職
場
か
ら
の
報
告
が
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
Ａ
保
技
セ
分
会
か
ら
は
「
全
体

的
に
安
全
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
。
ま
た
若
い
人

か
ら
す
る
と
、
労
働
組
合
は
大
き
い
互
助
会
組
織

く
ら
い
の
認
識
で
、
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
た

め
の
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
備
品
や
消
耗
品

な
ど
の
要
求
を
し
て
い
て
、
要
求
書
を
若
い
人
た

ち
に
見
せ
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」
な
ど
の
報
告

が
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
の
フ
リ
ー
討
論
の
時
間
に

は
各
参
加
者
か
ら
「
新
入
社
員
に
労
組
の
違
い
を

説
明
し
、
自
分
で
調
べ
て
、
理
解
し
て
、
選
ん
で

ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
」「
ダ
メ
モ
ト
キ
ャ
ン
ペ

 回転OBクラス 準優勝 有賀さん 優勝 森田さん ３位 内田さん  

 回転Aクラス 準優勝 関根さん 優勝 林さん ３位 斎藤さん  

 回転Bクラス ３位 山崎さん 優勝 橘川さん 準優勝 大越さん  

終
了
後
は
閉
会
式
及
び
表
彰
式
で
、
今
年
も

総
合
優
勝
と
な
っ
た
橘
川
選
手
（
東
神
奈
川
電
車

区
分
会
）
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〜
三
位
の
選

手
に
表
彰
状
・
記
念
盾
が
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
、
大
会
運
営
・
ポ
ー
ル
設
営
・
タ
イ

ム
計
測
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、
湯
沢
パ
ー

ク
ス
キ
ー
場
・
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
・
国
労
東
京
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。

ー
ン
で
も
し
た
ら
ど
う
か
。
断
ら
れ
た
ら
、何
故
？

と
聞
い
て
み
て
、
そ
こ
を
改
善
し
て
い
く
努
力
を

し
よ
う
」「
要
求
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
が
、
国
労

は
宣
伝
が
ヘ
タ
。
ニ
ュ
ー
ス
で
他
労
組
へ
も
発
信

し
て
い
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
意
義
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
横
森
書
記
長
が
「
私
た
ち
も
若
い
人

を
見
て
、
組
織
拡
大
は
無
理
、
と
表
面
を
見
て
思

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、上
辺
だ
け
を
見
な
い
で
、

本
音
を
掴
む
努
力
を
し
よ
う
。
仕
事
が
き
つ
く
な

っ
て
い
る
中
で
の
本
音
＝
不
満
が
あ
る
は
ず
。
そ

こ
に
拡
大
の
一
つ
の
要
件
が
あ
る
。
ま
た
私
た
ち

が
国
労
組
織
へ
の
自
信
が
持
て
る
か
。
国
労
は
少

数
と
な
っ
た
が
、
多
数
い
る
A
労
組
以
上
の
力
を

持
っ
て
い
る
し
、
国
労
の
人
が
言
わ
な
い
と
職
場

は
良
く
な
ら
な
い
。
組
織
拡
大
を
意
識
し
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
事
を
し
て
、
拡
大
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
」
な
ど
の
ま
と
め
が
さ
れ
、
最
後
に
田
中
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
組
織
拡
大
へ
の
決

意
を
全
体
で
固
め
あ
っ
た
。

先
月
発
行
の
新
聞
、
国
労
東
京
一
七
七
九
号
の

裏
面
の
地
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
記
事
の
中
で
、
掲

載
の
写
真
の
お
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
三
位　

蒲
生
さ
ん　

↓　

準
優
勝　

長
谷
川
さ
ん（
横
浜
電
力
技
セ
）

第
三
五
回
ス
キ
ー
大
会
成
績

お
詫
び


